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日
本
（
８
５
５
コ
ー
ス
、
前
年
比
14
コ

ー
ス
減
）
が
４
７
２
件
で
前
年
比
51
件

減
、
９
・
75
％
減
と
大
き
く
改
善
す
る

一
方
、
西
日
本
（
８
６
１
コ
ー
ス
、
１

コ
ー
ス
増
）
で
も
５
４
３
件
で
37
件
減
、

６
・
38
％
減
と
改
善
し
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年
代
の
労
災
事
故
件
数
の

推
移
（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）
を
み
る
と
、

２
０
０
０
年
の
１
５
６
５
件
か
ら
漸
減

２
０
１
９
年
の
全
国
労
災
件
数
は

１
０
１
５
件

　

日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会

（
田
村
和
男
会
長
、
東
京
都
台
東
区
、
☎

３
８
５
１
・
８
４
０
５
）
は
先
ご
ろ
、

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
／
令
和
元
年
）

１
～
12
月
の
ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
労
働

災
害
件
数
及
び
従
業
員
数
を
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
調
査
対
象
は
、
静
岡
県
を
除
く
全

国
46
都
道
府
県
の
同
連
合
会
加
盟
１
７

１
６
コ
ー
ス
（
事
業
所
）
で
、
東
日
本

ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会
（
加
盟
８

５
５
コ
ー
ス
）
と
西
日
本
ゴ
ル
フ
場
支

配
人
会
連
合
会
（
同
８
６
１
コ
ー
ス
＝

一
部
非
加
盟
ク
ラ
ブ
を
含
む
）
が
そ
れ

ぞ
れ
集
計
し
て
い
る
。

　

同
調
査
の
集
計
コ
ー
ス
数
は
全
国
で

13
コ
ー
ス
が
減
少
し
、
東
西
別
で
は
東

日
本
（
１
都
１
道
15
県
）
14
コ
ー
ス
減
、

西
日
本
（
２
府
27
県
）
１
コ
ー
ス
増
と

な
っ
た
。
こ
れ
で
８
年
連
続
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
み
る
と
、
過
去

１
年
間
の
延
べ
労
災
件
数
は
１
０
１
５

件
に
の
ぼ
り
、
前
年
に
比
べ
88
件
、
７ 

・
98
％
減
少
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
前
年

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
災
件
数
を
東
西
に
分
け
る
と
、
東
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そ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
毎
日
作
業
し
て

い
て
も
、
一
瞬
の
動
作
や
判
断
ミ
ス
が

命
取
り
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

19
年
の
死
亡
事
故
７
件
は
、
２
０
０

０
年
代
で
は
２
０
０
２
年
と
同
水
準
と

な
っ
た
。
こ
こ
10
年
で
は
12
年
の
よ
う

に
１
件
の
年
も
あ
っ
た
が
、
多
く
て
５

件
、
平
均
３
～
４
件
で
推
移
し
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
死
亡
事
故
ば
か

り
で
は
な
く
、
怪
我
の
軽
重
に
関
わ
ら

ず
事
故
は
撲
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
故
ゼ
ロ
、
死
亡
ゼ
ロ
が
当
た
り
前
と

な
る
環
境
作
り
を
、
ゴ
ル
フ
業
界
挙
げ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
労
災
ゼ
ロ

の
意
識
を
常
に
持
つ
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。

都
道
府
県
別
状
況
は
、
千
葉
が
１

０
８
件
で
最
多
、
件
数
ゼ
ロ
は
な

く
福
島
県
１
件
が
最
少

　

都
道
府
県
別
の
労
災
状
況
は
、
千
葉

県
の
１
０
８
件
（
前
年
１
０
６
件
）
を

は
じ
め
、
神
奈
川
県
77
件
（
87
件
）、
兵

庫
県
67
件
（
74
件
）、
埼
玉
県
59
件
（
64

件
）、
愛
知
県
58
件
（
73
件
）、
福
岡
県

51
件
（
48
件
）
な
ど
と
な
り
、
都
市
部

で
ゴ
ル
フ
場
数
の
多
い
と
こ
ろ
で
の
発

生
件
数
が
高
い
。
逆
に
発
生
件
数
の
少

な
い
順
で
は
、
福
島
県
１
件
（
１
件
）、

岩
手
、
群
馬
、
福
井
、
鳥
取
４
県
各
２

県
、
千
葉
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
、
熊

本
県
で
そ
れ
ぞ
れ
１
件
発
生
し
た
。
原

因
は
、
コ
ー
ス
管
理
中
の
事
故
が
６
件
、

通
勤
中
の
事
故
が
１
件
だ
っ
た
。

　

コ
ー
ス
管
理
中
の
事
故
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
作
業
車
や
作
業
機
械
の
下
敷
き

に
な
る
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
斜
面

や
法
面
で
の
作
業
が
多
い
た
め
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い
。

傾
向
と
な
り
、
16
年
に
９
７
２
件
と
千

件
を
割
っ
た
。
17
年
９
８
０
件
、
18
年

１
１
０
３
件
と
２
年
連
続
で
増
加
し
、

再
び
千
件
台
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

19
年
は
２
年
ぶ
り
の
減
少
と
な
り
、
改

善
さ
れ
て
い
る
。

　

１
コ
ー
ス
当
た
り
の
災
害
件
数
は
０ 

・
59
件
で
、
前
年
に
比
べ
０
・
04
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
東
西
別
で
は
、

東
日
本
０
・
55
件
（
前
年
比
０
・
05
件

減
）、
西
日
本
０
・
63
件
（
同
０
・
12
件

減
）
だ
っ
た
。

死
亡
事
故
は
７
件
、
前
年
に
比
べ

４
件
の
増
加
に

　

次
に
事
故
の
内
容
だ
が
、
事
故
は
重

大
事
故
（
死
亡
、
永
久
労
働
不
能
、
永

久
一
部
労
働
不
能
）
と
、
休
業
災
害

（
30
日
以
上
、
８
日
以
上
、
４
～
７
日
、

１
～
３
日
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　

重
大
事
故
に
つ
い
て
は
、
19
年
は
死

亡
７
件
（
東
日
本
４
件
、
西
日
本
３

件
）、
永
久
労
働
不
能
３
件
（
西
日
本

の
み
３
件
）、
永
久
一
部
労
働
不
能
２

件
（
西
日
本
の
み
２
件
）
の
計
12
件
発

生
し
て
い
る
。
前
年
は
死
亡
３
件
、
永

久
一
部
労
働
不
能
３
件
の
計
６
件
だ
っ

た
の
で
、
前
年
よ
り
も
大
き
く
悪
化
し

た
こ
と
に
な
る
。

　

死
亡
事
故
は
北
海
道
で
２
件
、
山
形

件
、
青
森
、
山
形
、
島
根
３
県
各
３
件

な
ど
と
続
い
て
い
る
。
労
災
事
故
ゼ
ロ

は
、
18
年
に
山
形
県
が
あ
っ
た
も
の
の
、

19
年
は
な
か
っ
た
。

　

前
年
と
の
比
較
を
み
る
と
、「
前
年
と

比
較
し
て
増
加
」
し
た
の
が
18
府
県
（
東

日
本
６
県
、
西
日
本
12
府
県
、
前
年
24

都
道
府
県
）、「
前
年
と
変
わ
ら
ず
」
が

４
道
県
（
＝
東
日
本
２
県
、
西
日
本
２

県
、
前
年
５
県
）、「
前
年
と
比
較
し
て

減
少
」
が
24
都
道
府
県
（
＝
東
日
本
９

都
道
県
、
西
日
本
15
府
県
、
前
年
17
県
）

と
な
っ
て
い
る
。

職
業
別
で
は
「
キ
ャ
デ
ィ
」、
原
因

別
で
は
「
行
動
」
の
労
災
発
生
が

多
い

　

労
災
発
生
の
職
業
別
件
数
は
、「
キ
ャ

デ
ィ
」
が
前
年
に
比
べ
59
件
減
の
４
９

３
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
コ
ー
ス

管
理
」
51
件
減
の
２
５
４
件
、「
そ
の

他
各
部
署
」
11
件
増
の
２
１
２
件
と
な

っ
て
い
る
。
西
日
本
の
み
集
計
の
「
レ

ス
ト
ラ
ン
」
で
の
労
災
発
生
は
前
年
比

11
件
減
の
56
件
だ
っ
た
。

　

原
因
別
件
数
で
は
、
滑
り
・
ふ
み
外

し
・
転
倒
転
落
等
に
起
因
す
る
「
行
動
」

が
６
４
５
件
で
前
年
比
38
件
減
、
カ
ー

ト
・
コ
ー
ス
管
理
機
械
車
輌
等
に
起
因

す
る
「
機
械
」
が
１
１
１
件
で
41
件
減
、
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「
行
動
」
13
件
（
９
件
）、「
機
械
」
１

件
（
５
件
）、「
そ
の
他
」
６
件
（
１
件
）

と
な
っ
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
場
従
業
員
数
、
３
年
振
り
減

千
葉
、
兵
庫
は
１
万
人
超
え

　

一
方
、
ゴ
ル
フ
場
従
業
員
（
キ
ャ
デ

ィ
・
臨
時
雇
用
・
パ
ー
ト
を
含
む
）
の

数
は
全
国
１
７
１
６
コ
ー
ス
で
11
万
６

９
０
人
に
の
ぼ
る
。
東
西
別
で
は
、
東

日
本
は
５
万
３
６
０
８
人
、
西
日
本
は

５
万
７
０
８
２
人
。
前
年
と
の
比
較
で

は
、
東
日
本
３
８
１
人
減
、
０
・
71
％

減
、
西
日
本
３
１
７
人
減
、
０
・
55
％

減
、
全
体
で
は
６
９
８
人
減
、
０
・
63

％
減
と
な
っ
た
。
東
日
本
、
西
日
本
と

も
微
減
だ
が
、
３
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
西
日
本
の
従
業
員
数
は

業
務
委
託
及
び
派
遣
の
労
働
者
も
含
ん

で
お
り
、
５
万
７
０
８
２
人
の
内
訳
は

労
災
適
応
従
業
員
５
万
４
２
７
人
、
労

災
適
応
非
従
業
員
６
６
５
５
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

１
コ
ー
ス
平
均
の
従
業
員
数
を
算
出

す
る
と
64
・
50
人
と
な
り
、
前
年
に
比

べ
０
・
92
人
、
１
・
44
％
の
増
加
。
18

ホ
ー
ル
で
換
算
（
総
ホ
ー
ル
数
３
万
６

５
４
３
ホ
ー
ル
）
す
る
と
54
・
52
人
で
、

前
年
比
０
・
81
人
、
１
・
52
％
の
増
加

「
打
球
」
が
59
件
で
21
件
減
、「
そ
の
他
」

が
１
５
０
件
で
２
件
減
、
西
日
本
の
み

集
計
の
「
通
勤
」
が
50
件
で
14
件
増
と

な
っ
た
。
19
年
の
ゴ
ル
フ
場
内
に
お
け

る
原
因
別
件
数
は
、
す
べ
て
前
年
よ
り

も
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

職
業
別
で
キ
ャ
デ
ィ
、
原
因
別
で
行

動
が
突
出
し
て
事
故
が
多
い
状
況
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
セ

ル
フ
プ
レ
ー
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
で
も
、
キ
ャ
デ
ィ
業
務
で
動
け
ば
動

く
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
事
故
に
遭
う
可
能

性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
西
日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
で

は
２
０
１
５
年
か
ら
、
総
従
業
員
の
う

ち
業
務
委
託
及
び
派
遣
の
労
働
者
に
つ

い
て
「
労
災
適
応
非
従
業
員
」（
６
６

５
５
人
、
13
人
減
）
と
し
て
労
災
実
態

が
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

19
年
の
労
災
適
応
非
従
業
員
に
お
け

る
延
べ
労
災
件
数
は
21
件
（
13
件
）
に

の
ぼ
っ
た
。
重
大
事
故
は
「
死
亡
」
ゼ

ロ
件
（
前
年
ゼ
ロ
件
）、「
永
久
労
働
不

能
」
ゼ
ロ
件
（
ゼ
ロ
件
）、「
永
久
一
部

労
働
不
能
」
１
件
（
ゼ
ロ
件
）。
職
種

別
で
は
「
キ
ャ
デ
ィ
」
８
件
（
４
件
）、

「
コ
ー
ス
管
理
」
10
件
（
９
件
）、「
レ

ス
ト
ラ
ン
」
３
件
（
ゼ
ロ
件
）、「
そ
の

他
各
部
署
」
ゼ
ロ
件
（
ゼ
ロ
件
）。
原

因
別
で
は
「
打
球
」
ゼ
ロ
件
（
１
件
）、

労働災害実態調査（2019年1月1日～12月31日）�
●東日本 東日本ゴルフ場支配人会連合会

コース数
程度別災害件数 職種別件数 原因別件数 1コース

当たり 
災害件数死亡 永久 

労働不能
永久一部 
労働不能 休業災害 合計 キャディ コース 

管理 その他 打球 行動 機械 その他

2019年 855 4 0 0 468 472 250 105 117 36 284 58 94 0.55 
2018年 869 0 0 3 520 523 290 128 105 42 319 73 89 0.60 

増減 -14 4 0 -3 -52 -51 -40 -23 12 -6 -35 -15 5 -0.05
伸び率 -1.61% ― ― -100.00% -10.00% -9.75% -13.79% -17.97% 11.43% -14.29% -10.97% -20.55% 5.62% -8.33%

●西日本 西日本ゴルフ場支配人会連合会

コース数
程度別災害件数 職種別件数 原因別件数 1コース

当たり 
災害件数死亡 永久 

労働不能
永久一部 
労働不能 休業災害 合計 キャディ コース 

管理 その他 打球 行動 機械 その他

2019年 861 3 3 2 535 543 243 149 95 23 361 53 56 0.63 
2018年 860 3 0 0 577 580 262 177 96 38 364 79 63 0.75 

増減 1 0 3 2 -42 -37 -19 -28 -1 -15 -3 -26 -7 -0.12
伸び率 0.12% 0.00% ― ― -7.28% -6.38% -7.25% -15.82% -1.04% -39.47% -0.82% -32.91% -11.11% -16.00%

●全国

コース数
程度別災害件数 職種別件数 原因別件数 1コース

当たり 
災害件数死亡 永久 

労働不能
永久一部 
労働不能 休業災害 合計 キャディ コース 

管理 その他 打球 行動 機械 その他

2019年 1,716 7 3 2 1,003 1,015 493 254 212 59 645 111 150 0.59 
2018年 1,729 3 0 3 1,097 1,103 552 305 201 80 683 152 152 0.63 

増減 -13 4 3 -1 -94 -88 -59 -51 11 -21 -38 -41 -2 -0.04
伸び率 -0.75% 133.33% ― -33.33% -8.57% -7.98% -10.69% -16.72% 5.47% -26.25% -5.56% -26.97% -1.32% -6.35%

注・程度別災害件数＝「永久労働不能」は障害等級1〜3級のもの、「永久一部労働不能」は障害等級4〜14級のもの、原因別件数＝「行動」は滑り・ふみ外し・転倒
転落等の行動に起因する災害件数、「機械」はカート・コース管理機械車輌等に起因する災害件数、※西日本のみ集計＝職種別件数「レストラン」56件（前年比11件
増）、原因別件数「通勤」50件（前年比14件増）
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ち
な
み
に
、
１
コ
ー
ス
平
均
の
従
業

員
数
か
ら
全
国
の
ゴ
ル
フ
場
２
２
２
９

コ
ー
ス
（
本
誌
基
準
、
19
年
末
段
階
）

の
従
業
員
数
を
推
計
す
る
と
14
万
３
７

８
１
人
で
、
前
年
に
比
べ
１
４
２
４
人

増
え
て
い
る
。

も
少
な
か
っ
た
の
は
島
根
県
の
２
２
２

人
（
28
人
減
）
と
な
っ
て
お
り
、
従
業

員
５
０
０
人
未
満
は
計
６
県
、
１
０
０

０
人
未
満
で
は
17
県
に
の
ぼ
っ
た
。
前

年
と
の
増
減
率
で
み
る
と
、
大
幅
な
増

加
は
宮
城
県
の
23
・
63
％
増
、
最
も
減

少
し
た
の
は
福
島
県
の
13
・
32
％
減
だ

９
２
人
（
前
年
と
同
）、
茨
城
県
６
３

５
５
人
（
12
人
増
）、
栃
木
県
４
９
８

０
人
（
４
１
７
人
減
）、
埼
玉
県
４
９

０
１
人
（
１
５
８
人
減
）、
神
奈
川
県

４
８
５
５
人
（
10
人
増
）
な
ど
と
続
き
、

上
位
陣
は
大
都
市
圏
及
び
コ
ー
ス
数
の

多
い
と
こ
ろ
で
占
め
て
い
る
。
逆
に
最

だ
っ
た
。
集
計
コ
ー
ス
数
の
減
少
に
よ

っ
て
、
平
均
が
押
し
上
げ
ら
れ
た
形
だ
。

　

都
道
府
県
別
従
業
員
数
で
は
、「
前

年
と
比
較
し
て
増
加
」
は
東
日
本
７
都

県
、
西
日
本
９
県
の
計
16
都
県
（
前
年

は
24
道
府
県
）、「
前
年
と
変
わ
ら
ず
」

は
東
日
本
４
道
県
、
西
日
本
１
県
の
計

５
道
県
（
７
県
）、

「
前
年
と
比
較
し

て
減
少
」
は
東
日

本
６
県
、
西
日
本

19
府
県
の
計
25
府

県
（
15
県
）
と
、

減
少
傾
向
が
多
く

な
っ
た
。

　

従
業
員
数
ト
ッ

プ
は
２
年
ぶ
り
に

千
葉
県
で
、
前
年

に
比
べ
１
０
７
人

増
の
１
万
１
９
１

人
だ
っ
た
。
２
位

は
昨
年
ト
ッ
プ
の

兵
庫
県
で
前
年
比

27
人
減
の
１
万
１

４
９
人
。
従
業
員

数
が
１
万
人
を
超

え
た
の
は
昨
年
と

同
様
に
千
葉
、
兵

庫
２
県
。
３
位
以

下
は
北
海
道
６
３

労働災害実態調査
2019年 2018年 増減 19年1コース平均 従

業
員
１
０
０
人 

当
た
り
労
災
件
数

コ
ー
ス
数

労
災
件
数（
人
）

従
業
員
数

コ
ー
ス
数

労
災
件
数（
人
）

従
業
員
数

コ
ー
ス
数

労
災
件
数（
人
）

従
業
員
数

労
災
件
数（
人
）

従
業
員
数

北海道 105 40 6,392 107 69 6,392 -2 -29 0 0.38 60.9 0.63 
青森 11 3 490 11 1 500 0 2 -10 0.27 44.5 0.61 
岩手 18 2 719 18 1 719 0 1 0 0.11 39.9 0.28 
秋田 14 4 470 14 4 439 0 0 31 0.29 33.6 0.85 
宮城 27 15 1,296 27 14 1,058 0 1 238 0.56 48.0 1.16 
福島 26 1 1,175 29 1 1,361 -3 0 -186 0.04 45.2 0.09 
山形 10 3 336 10 0 336 0 3 0 0.30 33.6 0.89 
新潟 34 6 1,679 35 8 1,725 -1 -2 -46 0.18 49.4 0.36 
群馬 58 2 2,907 59 4 2,913 -1 -2 -6 0.03 50.1 0.07 
栃木 104 48 4,980 105 52 5,397 -1 -4 -417 0.46 47.9 0.96 
茨城 106 48 6,355 107 51 6,343 -1 -3 12 0.45 60.0 0.76 
千葉 119 108 10,191 120 106 10,084 -1 2 107 0.91 85.6 1.06 
埼玉 63 59 4,901 67 64 5,059 -4 -5 -158 0.94 77.8 1.20 
東京 16 30 1,864 16 31 1,829 0 -1 35 1.88 116.5 1.61 
神奈川 51 77 4,855 51 87 4,845 0 -10 10 1.51 95.2 1.59 
山梨 38 16 2,382 38 21 2,382 0 -5 0 0.42 62.7 0.67 
長野 55 10 2,616 55 9 2,607 0 1 9 0.18 47.6 0.38 
東日本計 855 472 53,608 869 523 53,989 -14 -51 -381 0.55 62.7 0.88 
愛知 54 58 4,763 54 73 4,838 0 -15 -75 1.07 88.2 1.22 
岐阜 71 42 4,758 71 43 4,522 0 -1 236 0.59 67.0 0.88 
三重 56 23 4,088 56 38 4,055 0 -15 33 0.41 73.0 0.56 
福井 10 2 450 10 6 481 0 -4 -31 0.20 45.0 0.44 
石川 23 14 1,186 23 7 1,164 0 7 22 0.61 51.6 1.18 
富山 15 8 973 15 5 995 0 3 -22 0.53 64.9 0.82 
大阪 29 22 3,450 29 27 3,588 0 -5 -138 0.76 119.0 0.64 
滋賀 29 16 2,288 29 10 2,260 0 6 28 0.55 78.9 0.70 
京都 24 15 2,018 25 12 2,045 -1 3 -27 0.63 84.1 0.74 
奈良 30 24 2,466 30 30 2,563 0 -6 -97 0.80 82.2 0.97 
和歌山 17 7 714 15 3 762 2 4 -48 0.41 42.0 0.98 
兵庫 136 67 10,149 137 74 10,176 -1 -7 -27 0.49 74.6 0.66 
鳥取 8 2 334 8 3 289 0 -1 45 0.25 41.8 0.60 
島根 7 3 222 7 1 250 0 2 -28 0.43 31.7 1.35 
岡山 36 18 1,962 37 35 1,949 -1 -17 13 0.50 54.5 0.92 
広島 42 14 2,105 42 10 2,073 0 4 32 0.33 50.1 0.67 
山口 22 8 1,362 19 21 1,289 3 -13 73 0.36 61.9 0.59 
愛媛 19 7 918 19 5 930 0 2 -12 0.37 48.3 0.76 
香川 17 11 932 17 6 936 0 5 -4 0.65 54.8 1.18 
徳島 12 6 532 12 3 565 0 3 -33 0.50 44.3 1.13 
高知 11 18 644 11 22 675 0 -4 -31 1.64 58.5 2.80 
福岡 48 51 3,501 49 48 3,499 -1 3 2 1.06 72.9 1.46 
佐賀 15 12 936 15 13 951 0 -1 -15 0.80 62.4 1.28 
長崎 21 15 842 21 20 872 0 -5 -30 0.71 40.1 1.78 
大分 19 10 807 19 10 814 0 0 -7 0.53 42.5 1.24 
熊本 34 13 1,407 34 17 1,407 0 -4 0 0.38 41.4 0.92 
宮崎 18 40 1,041 17 20 1,081 1 20 -40 2.22 57.8 3.84 
鹿児島 25 13 1,246 25 13 1,354 0 0 -108 0.52 49.8 1.04 
沖縄 13 4 988 14 5 1,016 -1 -1 -28 0.31 76.0 0.40 
西日本計 861 543 57,082 860 580 57,399 1 -37 -317 0.63 66.3 0.95 
合計 1,716 1,015 110,690 1,729 1,103 111,388 -13 -88 -698 0.59 64.5 0.92 
調査：東日本ゴルフ場支配人会連合会、西日本ゴルフ場支配人会連合会。従業員数はキャディ、臨時雇、パートを含む。西日
本支配人会では2014年から従業員数に委託、派遣社員の労働者含む。西日本の表では従業員と非従業員（委託、派遣等）に
分けて集計しているが本誌では合計人数で表示している。




